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♢ ♢ 主 な 内 容 ♢ ♢

民党自動車議員連盟と自動車関係15団体との
政策懇談会が11月29日、東京・千代田区の衆

議院第一議員会館で開催され、国会議員本人79名、
代理88名の計167名が出席した。新型コロナウイル
ス感染症の影響が長引いていることもあり、出席団
体からは税制改正要望だけではなく、業界活性化や
経営支援策などの要望が相次いだ。
　懇談会に先立ち自動車議連の総会が行われ、冒頭、
額賀福志郎議連会長が挨拶。続いて、衆議院議長に
就任された細田博之衆議院議員に代わり、塩谷立衆
議院議員が新たに議連幹事長に就任される人事など
が決定された後、政策懇談会が開催され、出席団体

を代表して当会議所の内山田竹志会長が挨拶した。
　内山田会長は、トラック、バス、タクシー、レン
タカーなどの運輸・サービス業が特に厳しい状況に
あることに言及したうえで、「自動車産業は全就業
人口の約１割に相当する550万人を抱えており、Ｇ
ＤＰでも約１割を占めるなど大変すそ野の広いバリ
ューチェーンです。各産業、各企業が日本経済に貢
献しているわけですが、ここが停滞したり衰退した
りすれば、雇用の面からもＧＤＰの面からも経済活
動の面からも、大変重大な問題となります」と述べ、
自動車関連業界への支援を訴えた。

（関連記事は２～６ページに掲載）
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れた。塩谷新幹事長は、「自動車産業はコロナ禍で
大変厳しい状況にある一方で、100年に一度の大転
換期に、CNへ向けて技術革新も大きく進んでいま
す。大変な大役を引き受けたということで、身の引
き締まる思いです。日本の自動車産業のためにしっ
かりと務めてまいりたい」と挨拶した。
　総会ではこのほか、幹事長以外の人事についても
額賀会長に一任することが承認されて終了した。
　総会の後、引き続き政策懇談会が開催され、出席
団体を代表して当会議所の内山田竹志会長＝挨拶要
旨は３ページに掲載＝が挨拶に立ち、コロナ禍によ
り自動車産業全体が厳しい状況にあることを訴えた
ほか、政府が最重要施策の一つとして取り組んでい
るCNについては、「自動車産業は2050年CNの実現
に向けて、全力を挙げて取り組んでまいる所存です」
と強い意欲を見せた。
　また内山田会長は、「利用者目線から見て過重で
複雑な自動車関係諸税については、購入・保有・走
行という全ての段階で複雑な税が絡み合っている現
状があります。CNは、こうした現状を抜本的に見

民党自動車議員連盟と自動車関係15団体との
政策懇談会が11月29日、東京・千代田区の衆

議院第一議員会館で開催された。今回の政策懇談会
は、国際的な新型コロナウイルス感染症拡大による影
響や燃料価格の高騰などにより、自動車産業が引き続
き大変厳しい状況下にある中で開催され、出席団体か
らは税制改正要望のほか、各業界への深刻な影響につ
いての現状報告や支援要請が数多く聞かれた。
　政策懇談会に先立ち、佐藤信秋議連事務局長の司
会で自動車議連の総会が行われ、冒頭、額賀福志郎
議連会長が挨拶。額賀会長はカーボンニュートラル
（CN）実現に向けた自動車産業の取り組みを踏ま
えたうえで、「今後、環境性能割やグリーン化特例
などの見直しの時期を迎えるわけですが、自動車関
係諸税については中長期的な視点に立ってしっかり
と議論し、新しい自動車産業のあり方、あるいはク
ルマ社会のあり方に対応した税制等について考えて
いかなければなりません」と述べた。
　額賀会長に続き、議連幹事長の細田博之衆議院議
員が挨拶し、「これからはCN実現に向け、乗用車も
トラック・バス・タクシーも、あるいは部品も、ど
う対応していくのかという大きな問題に直面してい
ます。私も側面から応援していくことをお誓いし、
ここから“退場”いたします。いろいろとお世話に
なりました。ありがとうございます」述べて、会場
を後にした。細田議員は11月の特別国会で衆院議長
に就任されたことに伴い、慣例として党籍を離脱、
議連幹事長も退任されることになった。
　後任として、額賀会長から議連役員（常任幹事）
の塩谷立衆議院議員が推薦され、満場一致で承認さ

自

左から　総会で挨拶をされる額賀議連会長。退任の挨拶を左から　総会で挨拶をされる額賀議連会長。退任の挨拶を
される細田議連前幹事長。就任の挨拶をされる塩谷議連新される細田議連前幹事長。就任の挨拶をされる塩谷議連新
幹事長幹事長
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▽藤木俊光製造産業局長、▽福永哲郎審議官、▽吉
村直泰自動車課長
【団体側出席者】15団体、合計29名
▽自工会＝宇野充トヨタ自動車渉外広報副本部長、
永塚誠一副会長・専務理事、▽自販連＝加藤和夫会
長、小糸正樹副会長・専務理事、▽全ト協＝坂本克
己会長、浅井隆副会長、▽日バス協＝早川弘之税制
対策委員長、石指雅啓理事長、▽全タク連＝伊藤宏
副会長・総務委員長、神谷俊広理事長、▽全軽自協
＝赤間俊一会長、成瀬修副会長、▽中販連＝海津博
会長、永井保典常務理事、▽輸入組合＝入野泰一副
理事長・専務理事、小野寺誠会員業務部部長、▽部
工会＝大下政司副会長・専務理事、尾関明人業務部
長、▽日整連＝伊藤正信理事、齋藤裕人理事、▽全
レ協＝岩崎貞二会長、▽車工会＝矢野彰一副会長、
吉田量年専務理事、▽通運連盟＝岡部展芳専務理事、
小松﨑義幸総務部長、▽全自協＝留安敬一専務理事、
薗部伸一常務理事・事務局長、▽会議所＝内山田竹
志会長、山岡正博専務理事

直す、一つのポテンシャルを持っていると考えてお
ります」と述べ、自動車関係諸税などを一度ゼロベ
ースにリセットし、抜本的に見直す大きなチャンス
であるとの考え方を示した。
　続いて、日本自動車工業会をはじめとする各団体
が、順次、業界の現況や税制課題などについて説明
し、支援や要望などを訴えた。＝別表「重点要望項
目総括表」参照＝
　この後、経済産業省から報告があり、藤木俊光製
造産業局長は、①今後の自動車関係諸税の課税のあ
り方の検討、②11月下旬に閣議決定された補正予算
案のうち、自動車産業のCN実現に向けた経済対策
パッケージ、③グリーンイノベーション基金を活用
した研究開発――についてポイントを説明した。
　最後に出席議員から質疑や意見が寄せられたが、
終了時間をオーバーしていたこともあり、後日、議
連事務局や団体側から回答することとなり、政策懇
談会は閉会となった。
【経済産業省出席者】

程で新しい産業が生まれ、その産業がまた世界で活
躍するようになれば、大変素晴らしいことではない
かと思います。
　こうしたことと並行して、世の中ではカーボンプ
ライシングの議論も始まっております。その一方で、
利用者目線から見て過重で複雑な自動車関係諸税に
ついては、購入・保有・走行という全ての段階で複
雑な税が絡み合っている現状があります。ＣＮは、
こうした現状を抜本的に見直す、一つのポテンシャ
ルを持っていると考えております。自動車議連の先
生方とは、簡素で負担の少ない、自動車ユーザーに
とっての税はどうあるべきかかということを、中長
期的な目線で議論してまいりたいと思っております
ので、よろしくお願い申し上げます。
　自動車産業は全就業人口の約１割に相当する550
万人を抱えており、ＧＤＰでも約１割を占めるなど
大変すそ野の広いバリューチェーンです。各産業、
各企業が日本経済に貢献しているわけですが、ここ
が停滞したり衰退したりすれば、雇用の面からもＧ
ＤＰの面からも経済活動の面からも、大変重大な問
題となります。われわれ550万人も力を合わせてＣ
Ｎ、あるいはコロナ後の経済復興を乗り越えてまい
る所存ですので、これまで以上に、引き続き自動車
議連の先生方のご指導・ご協力をお願い申し上げ
て、私のご挨拶とさせていただきます。

　新型コロナウイルス感染症につ
きましては、ワクチン接種率の向
上や医療体制の整備など、政府が
取り組んでこられた政策により収
まりつつある状況ですが、第６波
の襲来や新型株の蔓延が懸念され
るなど、まだまだ予断を許さない状況にあります。
　そうした中で、われわれ自動車産業は、半導体あ
るいは部品の供給不足のため、自動車メーカやいわ
ゆるＯＥＭの生産が滞ってしまったり、あるいはビ
ジネス・観光などの激変が長く続いたりするなどし
ております。特に、トラック、バス、タクシー、レ
ンタカーなどの運輸・サービスに携わる業界の皆さ
んは、現在、大変な苦労をされている状況です。
　一方で、自動車産業は2050年カーボンニュートラ
ル（ＣＮ）の実現に向けて、全力を挙げて取り組ん
でまいる所存です。ただ、その実現手段には、われ
われとしては多様性を持たせたいと考えておりま
す。クルマやクルマの要素技術はもちろんですが、
いわゆるカーボンフリー燃料の開発・普及も含めて
ＣＮを推進してまいりたいと思います。こうした過
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民党と公明党の税制改正要望ヒアリングが11
月に開催され、当会議所の山岡正博専務理事

が出席し、コロナ禍での自動車業界の現況を説明した
うえで「2050年カーボンニュートラル（CN）実現に
向けた税制抜本見直し」などを要望した。12月10日の
2022年度税制改正大綱の決定に向け、税制改正論議が
本格的に始まった。
　11月26日に衆議院第二議員会館で開催された自民
党のヒアリング「予算・税制等に関する政策懇談
会」には、国会議員25人、運輸・自動車関係13団体
が出席した。山岡専務は、「550万人が働く自動車産
業は、雇用と地方経済も下支えし日本経済の原動力
としての役割を果たしております。いまや国民にと
ってクルマは“生活の足”そのものですが、クルマ
には９兆円もの税が複雑に課せられ、ユーザーに多
大な負担が掛かっています」と問題点を指摘。
　そのうえで、「当会議所は、納税者である7,800万
ユーザーの声を代弁する形で、ユーザー負担軽減と
簡素化の実現のため、長い年月にわたり要望活動を
続けてまいりました。引き続き、市場活性化などに
向けた自動車関係諸税の負担軽減・簡素化を要望し
てまいります」と述べ、重点要望項目である▽2050
年CN実現に向けた税制抜本見直し、▽自動車重量
税の将来的な廃止を目指し､まずは｢当分の間税率｣
の廃止、▽自動車税・軽自動車税の環境性能割は、
消費税との二重課税であり廃止、▽ガソリン税、軽
油引取税に上乗せされたままの「当分の間税率」の
廃止、▽ガソリン税・石油ガス税等のTax on Tax
の解消、▽自動車関係諸税（車体・燃料課税等）の
新税創設および増税には反対――などを要望した。
　公明党のヒアリングは同月16日、自動車議員懇話

会により衆議院第二議員会館で開催され、新たに同
懇話会会長に就任した石井啓一衆議院議員（元国交
大臣）はじめ国会議員19人（ほかに代理出席８人）、
自動車関係４団体が出席した。山岡専務は、自民党
のヒアリングと同様に説明・要望をし、「要望書の
最終ページに38の団体名が記載されていますが、私
どもの要望書はこれら38団体の総意として取りまと
められています」と述べ、自動車関係諸税の負担軽
減・簡素化の実現を強く求めた。
　両党のヒアリングに出席した自動車関係団体は次
の通り（発言順）。カッコ内は開催日と開催場所。
◇自民党：運輸・交通関係団体委員会、国土交通部

会（11月26日、衆議院第二議員会館）＝全国通運連
盟、全日本トラック協会、全国ハイヤー・タクシー
連合会、日本バス協会、日本自動車会議所、日本
自動車整備振興会連合会、全国軽自動車協会連合
会、全国レンタカー協会、全国自家用自動車協会

◇公明党：自動車議員懇話会（11月16日、衆議院第
二議員会館）＝日本自動車工業会、日本自動車販
売協会連合会、全国軽自動車協会連合会、日本自
動車会議所

自

公明党自動車議員懇話会のヒアリング公明党自動車議員懇話会のヒアリング
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動車損害賠償保障制度を考える会（座長＝日
本大学危機管理学部・福田弥夫学部長、以下

「考える会」）は11月22日に斉藤鉄夫国土交通大臣、
11月25日に鈴木俊一財務大臣、額賀福志郎自動車議
連会長など政府・与野党を訪ね、被害者救済対策の
重要性を訴えるとともに、自賠責保険料積立金の継
続的な繰り戻しと繰戻額の増額を求める要望書を手
渡した。要望書では、本年は財務大臣と国交大臣の
間の覚書の書き換え時期であることから、返済計画
（ロードマップ）の提示と繰戻額の明示を強く求め
た。
　一般会計からの繰り戻しは、2018年度予算にて
23.2億円、2019年度37.2億円（補正12.5億円）、2020
年度40.3億円（補正8.3億円）、2021年度47億円と、
４年連続で実現したものの、依然として約6,000億
円が繰り入れられたままになっている状況。11月22
日、「考える会」の福田座長は斉藤国交大臣に対し、
「令和４年度（2022年度）予算での５年連続となる
繰り戻しと、繰戻額の増額」、さらに「年末、大臣
間で締結する予定の合意では、少なくとも合意期間
中における繰り戻しの継続、繰戻額の目安の明示」
を要望した。陳情に対し斉藤国交大臣は「交通事故
の被害者の方やご家族の方が大変ご苦労されている
ことは承知している。各種救済事業が継続的に充実

していくよう、しっかりと頑張っていきたい」、「一
般会計からの繰り戻しは、令和４年度が2017年12月
に財務大臣との間で交わした覚書の最終年度になる
ので、繰り戻しが着実に行われるよう鈴木財務大臣
としっかり協議したい」などと応じた。
　11月25日の鈴木財務大臣との面会では、「考える
会」の事務局代表として当会議所の内山田会長が、
「令和４年度予算において、鈴木大臣に代わられて
も、５年連続で繰戻額も増額になること」、さらに「繰
り戻しに関して、中期的な目線で一刻も早く計画を
立案いただき、皆さんが安心して治療、生活できる
よう是非ともお願いしたい」と訴えた。それに対し
て鈴木大臣からは「繰り戻しについては真摯に誠実

斉藤国交大臣に要望書を手渡す「考える会」メンバー。左斉藤国交大臣に要望書を手渡す「考える会」メンバー。左
から山岡専務理事、赤間保険特別委員長、横山氏、桑山氏、から山岡専務理事、赤間保険特別委員長、横山氏、桑山氏、
斉藤国交大臣、福田座長、坂口氏、金子氏斉藤国交大臣、福田座長、坂口氏、金子氏

自
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に対応させていただきたい」との発言があった。
　昨年はコロナ禍の中で、リモート参加となった「全
国遷延性意識障害・家族の会」桑山雄次代表・横山
恒副代表は、今回直接面会され、両大臣に率直に交
通事故被害者の実情や思いについて、強く訴えられ
た。
■陳情に参加した「考える会」メンバー

（順不同、敬称略）
〇福田 弥夫
　　日本大学危機管理学部学部長（座長）
〇桑山 雄次

　　全国遷延性意識障害者・家族の会代表
〇横山 恒
　　全国遷延性意識障害者・家族の会副代表
〇坂口 正芳
　　日本自動車連盟（JAF）副会長
〇金子 晃浩
　　全日本自動車産業労働組合総連合会会長
〇赤間 立也
　　日本自動車会議所保険特別委員長
〇山岡 正博
　　日本自動車会議所専務理事
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斉藤国交大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ斉藤国交大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ
ンバー。奥左から福田座長、坂口氏、金子氏。手前左からンバー。奥左から福田座長、坂口氏、金子氏。手前左から
桑山氏、横山氏、赤間氏、山岡専務理事桑山氏、横山氏、赤間氏、山岡専務理事

鈴木財務大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ鈴木財務大臣（テーブル中央）に要請する「考える会」メ
ンバー。左奥側から桑山氏、横山氏、金子氏。右奥側からンバー。左奥側から桑山氏、横山氏、金子氏。右奥側から
内山田会議所会長、坂口氏、山岡専務理事内山田会議所会長、坂口氏、山岡専務理事

額賀自動車議連会長に要望書を手渡す「考える会」メンバー。額賀自動車議連会長に要望書を手渡す「考える会」メンバー。
左から金子氏、横山氏、桑山氏、額賀会長、内山田会議所会長、左から金子氏、横山氏、桑山氏、額賀会長、内山田会議所会長、
坂口氏、山岡専務理事坂口氏、山岡専務理事

自動車総連顧問議員に要望書を手渡す「考える会」メンバー。自動車総連顧問議員に要望書を手渡す「考える会」メンバー。
左から横山氏、桑山氏、坂口氏、礒﨑哲史参議院議員、浜左から横山氏、桑山氏、坂口氏、礒﨑哲史参議院議員、浜
口誠参議院議員、山岡専務理事、金子氏口誠参議院議員、山岡専務理事、金子氏

表彰式の最後に受彰者全員と関係者が記念撮影表彰式の最後に受彰者全員と関係者が記念撮影

っていく一助にしたいと思っています。地域の自動
車業界で長く勤めておられる皆さまは、まさにこの
賞の原点です。この機会に、改めて私から皆さまに
『ありがとう』の言葉をお伝えしたいと思います」
と述べ、受彰者への感謝の気持ちを表した。
　その後、表彰状が授与され、受彰者を代表し下村
理恵さん（愛知県自動車会議所）が、「この受彰を
一つの節目として、また新たな気持ちで業務に励ん
でいきたいと思います。今年は、コロナウイルスの

本自動車会議所は11月９日、全国の自
動車会議所職員を対象とした「2020年

度全国自動車会議所永年勤続者表彰式」を、
昨年に引き続きリモートで行った。同表彰式
は３月に開催する予定だったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響で延期。今回は、神
奈川、静岡、愛知、岐阜の全国４自動車会議
所をオンライン接続し、受彰者７名全員がリ
モート出席した。
　当会議所の内山田竹志会長もリモートで出席し、
「この度、当会議所は、550万人に上る自動車産業
で働く人々に『ありがとう』と感謝を伝える場を作
りたいとの気持ちから、表彰制度『クルマ・社会・
パートナーシップ大賞』を創設しました。日々の職
場、現場をベースにしながら、自動車産業・文化の
発展のため地道に活動に励まれている方々に光を当
て、表彰を通じて同じような取り組みがさらに広が

日
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影響により、一年遅れでオリンピック・パラリンピ
ックが開催され、選手達から競技に対してひたむき
に挑戦している姿を見せていただきました。私も変
化していく業務にしっかりと対応しながら、後輩の
方々の手本となれるように仕事と子育ての両立に奮
闘していきたいと思っています」と謝辞を述べた。
　その後、受彰者一人ひとりから現在の気持ちを述
べていただき、受彰者全員と関係者らがオンライン
画面上で記念撮影を行った。

◇2020年度全国自動車会議所永年勤続表彰受彰者は
次の通り（順不同）。

・岡田 正弘さん（神奈川県自動車会議所）
・須田 政春さん（神奈川県自動車会議所）
・丑山 英輝さん（神奈川県自動車会議所）
・森　 明美さん（静岡県自動車会議所）
・辻尾 明子さん（静岡県自動車会議所）
・下村 理恵さん（愛知県自動車会議所）
・朝田 和弘さん（岐阜県自動車会議所）

京・上野の不忍池弁天堂境内に建立された「東
京自動車三十年（みそじ）会記念碑」法要が11

月18日、同弁天堂で執り行われた。大正から昭和にか
けて自動車の普及に努めた先人たちを慰霊し、その功
績を称えた。参列した都内自動車関連業界の経営者ら
約30人は故人を偲ぶとともに、それぞれが直面する課
題の克服と業界のさらなる発展を祈願した＝写真＝。
　法要では、導師を務めた北岡興真・東叡山福聚院住
職による読経が流れる中、参列者が焼香し滞りなく法
要を終えた。その後、実行委員長の中川雅治・東京都
自動車会議所会長（参議院議員）が「先達の偉業を偲
びつつ先駆者たちの息吹を感じてほしい。厳しい状況
が続くが、それぞれの方が自らの事業発展への思いを
強めることが何よりも大切であり、この意味で本日の
法要を日本の自動車産業の未来を築くためのきっかけ
としていただければ幸いだ」と挨拶した。
　続いて、みそじ会代表世話人の中谷良平・安全自動
車㈱会長が「内燃機関から電池へと劇的な動力変換の
時代に移行しつつあるが、まだまだ大きな課題がある。
これからの人が英知を見出して新たな道を切り開いて
ほしい。また、自然と調和した社会を創る必要がある。
そこに自動車関連業界は大きな責務がある。皆さま方
の力添えが不可欠だ。先人たちも願っていることと思
う」と話した。
　東京自動車みそじ会は、1953年に自動車関連業界の
親睦団体として発足。その時点で自動車関連事業に30

東東

年以上携わっていた人を会員としたので、この名がつ
いた。発足当初のメンバーを顕彰する記念碑は1975年
に建立。不忍池弁天堂境内に立つ石碑の中でも威光が
あり、行き交う人々の目を引く存在となっている。

〔東京都自動車会議所〕

奈川県自動車会議所は11月４日、５日の両日、
横浜駅東口の新都市プラザ（横浜市西区）で新

型コロナウイルス感染防止対策を行った上で「自動車
なんでも相談所」を開設し、自動車全般について無料
で相談に応じる「自動車なんでも相談」を実施した。
　この「自動車なんでも相談」は、関東運輸局神奈川
運輸支局、神奈川県、横浜市消費者協会の後援を受け、
昭和56年（1981年）から継続して実施。今回で44回目
となり、関東運輸局神奈川運輸支局、神奈川県くらし
安全防災局、神奈川県自動車税管理事務所をはじめ関
係団体から派遣された相談員（延べ47名）と弁護士（２
日目の午後のみ）が対応に当たった。
　今年の相談件数は、昨年と比べて15件多い85件（う
ち電話相談は８件）。内訳は、登録手続き関係が28件、
車検・整備関係が12件、車の売買関係が10件、道交法
関係が８件、自動車税関係が７件、輸送関係が７件、
事故・保険関係が２件、弁護士相談が１件、その他が
10件となり、運転免許証の返納や、相続による名義変
更等の手続き関係、車検等の整備に関する相談が目立
った。 〔神奈川県自動車会議所〕

神神
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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員75、推薦会員１）

　1894年に人気絶頂の女優
サラ・ベルナールが新年公
演ポスターを作り元旦に出
したいと言った12月26日、
時間がないとパリの至る所

　この市は普遍的な価値に力を注ぐ風土と見え、
クリーブランド美術館やクリーブランド管弦楽団
が世界的に有名ですが、120年の歴史があるMLB
名門球団インディアンズが、その名称を来季から
「ガーディアンズ」とするのも、市民が90年前の
像を誇りとしているからでしょう。またこの地で
事業を興したロックフェラー（1839－1937）は、
世界初の企業の社会貢献事業も始めました。この
博愛の利他的行為が、本邦のトヨタ財団や公益・
業界団体が取り組む、「永続的な価値」と同じで
あることは改めて申し上げるまでもありません。
　最後に「アートと永続的な価値」をテーマとし
本年の皆様のご高覧に感謝申し上げますと共に、
新年も皆様の益々のご発展を祈念致します。
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アートと永続的な価値 日本美術アカデミー理事　戸田 吉彦

開拓時代のワゴン、1930年代の乗用車、今も同じ形の４種類の
トラックを手にする「Guardians of Traffic」　Public domain

で断られる中、ミュシャ（1860－1939）が見事な
絵を急遽描き上げて有名になりました。彼に代表
される華麗なアール・ヌーヴォーはやがて幾何学
的なアール・デコになり、レイモンド・ローウィ
（1893－1986）が登場、『口紅から機関車まで』
の言葉通り工業製品からCIまで広く手掛け、戦後
の日本でも煙草ピースの包装デザインをします。
　このようにデザインは時代の期待に応える新鮮
な魅力がありますが、先人と同様の永続的な評価
を得るためにはアートとしての価値も必要です。
　100年に一度の自動車革命と言われる昨今は、
新しいデザインが誕生する可能性もありますが、
流行が去っても手に入れ誇りにしたいと思う製品
であれば、「永続的な価値」があると言えます。
　また自動車の真価を示すパブリック・アートの
建立も永続的な視点でしょう。実際、「自動車を
讃え交通安全を願う」巨大像が、米国オハイオ州
クリーブランドにありますが、同州は本田技研工
業現地工場もありご存知の方も多いと思います。
カヤホガ川ホープ記念橋にある、高さ18m、４柱
両面の、『ガーディアンズ・オブ・トラフィック』
（交通の守護者）は1932年に竣工されています。


